
令和６年４月 2 日  
 

報道機関各位 

 

長岡市和島支所地域振興・市民生活課長  

 

         良寛の里美術館・春の企画展で 

貞心尼を描いた絵画を初公開 
 

道の駅良寛の里わしま・良寛の里美術館では、郷土が誇る歌人・書家である良寛と

貞心尼の魅力を紹介する企画展や特別展を、年間を通して開催しています。 

４月６日からは企画展「良寛をめぐる人びとと良寛の魅力－貞心尼を中心に－」を

開催し、日本画家・羽鳥絹世氏による貞心尼画「晩秋の露」が初公開されます。 

つきましては、下記のとおり概要をお知らせしますので、ぜひ取材くださるようお

願いします。 

 

良寛の里美術館企画展① 
「良寛をめぐる人びとと良寛の魅力 －貞心尼を中心に－」 

 

１ 日  時  ４月６日（土）～５月６日（休・月） 

午前９時～午後５時（毎週月曜休館） 
 
２ 会  場  良寛の里美術館（長岡市島崎 3938） 
 
３ 見どころ   良寛の遺墨だけでなく、その影響を受けた文人や

歌人の作品を展示し、その魅力に迫ります。 
特に、良寛の愛弟子であり、良寛の和歌などを収

めた「蓮の露（はちすのつゆ）」を編さんした、貞
心尼を中心とした展示を行います。 
また、日本画家・羽鳥絹世氏※が「蓮の露」にあ

る良寛と貞心尼の唱和の歌をモチーフに、貞心尼
を描いた「晩秋の露」が初公開されます。 

 

４ 展示内容  良寛、貞心尼、羽鳥絹世、牧野忠利、片山翆谷、河井継之助、小

坂伝之助、江副浦郎、西郡久吾、相馬御風、景丘治彌 ほか 
 
５ そ の 他  良寛の里美術館・展覧会の年間計画は、添付リーフレットを参照

してください。 

  

※羽鳥絹世氏 略歴 
日本画家。1950 年新潟県松代町苧島（十日町市）生まれ。幼少期より志村立美や岩田専太
郎などの美人画（挿絵）に興味を持ち独学で研さん。昭和 42年 小学館のジュニア文芸（旧
女学生の友）新人イラストレーター（挿絵）公募展で入賞、初めて作品が雑誌に載る。叙情
挿絵の研さんの一方、日本画の技法を学び独自の世界観を見出す。一時期（約 17 年間）制
作活動から離れるが、1988 年頃から本格的に再開。2003 年 雅号を絹代から絹世に改名、
海外出品を重ね、2009 年 目標だったル・サロン（フランス）に出品。その後プロに転向し
た。 

問い合わせ：和島支所地域振興・市民生活課 池田 

TEL０２５８－７４－３１１４

長岡市 

↑「晩秋の露」 






